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新
成
人
が
企
画
運
営
す
る
式
典
へ

 　

今
年
、
市
内
で
は
1
、7
5
5
人

（
20
年
10
月
1
日
時
点
の
住
民
登
録
者

数
）
が
人
生
の
節
目
で
あ
る
成
人
の
日

を
迎
え
、
1
月
3
日
か
ら
11
日
に
か
け

て
市
内
15
地
区
と
都
城
き
り
し
ま
支

援
学
校
で
開
催
さ
れ
た
成
人
式
に
は
、

1
、6
7
4
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
昨
年
か
ら
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
式
典
で
新
成
人
の
門
出
を

祝
っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
内
15
地
区
に

分
か
れ
て
成
人
式
を
開
催
。
さ
ら
に
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
育
て

て
く
れ
た
家
族
や
学
校
、
地
域
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
ま
た

本
市
の
将
来
の
担
い
手
と
し
て
、
積
極

的
に
地
域
づ
く
り
に
参
加
す
る
き
っ
か

け
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
都
城
地
域
で

は
昨
年
か
ら
、
総
合
支
所
管
内
で
は
今

年
か
ら
「
地
区
別
実
行
委
員
会
方
式
」

を
導
入
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
成
人

が
中
心
と
な
っ
て
企
画
運
営
し
、
地
区

ご
と
の
特
色
が
表
れ
た
今
年
の
成
人
式

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

参加するだけの式から自ら作り上げる式へと変わり、温かみのある雰囲気の中で開催された今年の成人式

都
城
市
成
人
式
２
０
０
９

全
地
区
で
「
地
区
別
実
行
委
員
会
方
式
」
を
導
入

成人式を迎えた今の心境は？　～各地区の成人式実行委員長や代表者に聞きました～

これからは大人としての責任
の重さをしっかりと自覚し、
明確な将来の目標を持つよう
にしたい。都会は便利だが、
やはり都城に帰って来ると心
が安らぐし、落ち着く。これ
からも今の自然いっぱいの
環境を大事にしてほしい。

成人式を迎え、身が引き締
まる思い。一人前の社会人と
して認められるよう、仕事も
頑張っていきたい。県外から
帰ってくると、都城の人はあ
いさつが良いと感じる。そう
いう良いところを引き継いで
いける大人になりたいと思う。

スムーズに成人式を運営で
き、ほっとした。アトラクショ
ンも自分たちで演じられたこ
とに、とても満足している。
成人の実感はないが、仕事
にやりがいを感じているので、
これからも頑張って、後輩の
手本となる大人になりたい。

大人としての自覚を新たに
し、まずは勉強を頑張りた
い。今までは大人に混じっ
て会議に出る機会がなかっ
たので、地区別成人式は新
成人にとってよい勉強の場に
なった。個人的には、今後も
この形態が望ましいと思う。

◉
姫
城
地
区　

船
越  

貴た
か

瑛あ
き

さ
ん

　
（
甲
斐
元
町
出
身
）
学
生

◉
小
松
原
地
区　

竹
松  

雅
樹
さ
ん

　
（
志
比
田
町
出
身
）
学
生

◉
妻
ケ
丘
地
区　

茶
薗  

辰
則
さ
ん

　
（
一
万
城
町
出
身
）
会
社
員

◉
祝
吉
地
区　

重
信  

徹
さ
ん

　
（
郡
元
一
丁
目
出
身
）
会
社
員
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新
成
人
へ
の
期
待
、新
成
人
の
誓
い

 　

今
回
の
成
人
式
は
、
新
成
人
と
地
域

や
学
校
の
関
係
者
で
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
協
議
を
重
ね
な
が
ら
内
容
を
検

討
。
式
の
運
営
も
会
場
の
設
営
か
ら
当

日
の
受
付
、
司
会
進
行
、
後
片
付
け
ま

で
、
実
行
委
員
を
中
心
に
参
加
者
全
員

が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
峯
市
長
や
各
自
治
区

長
が「
成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
は
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
協
働
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

大
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と

で
の
経
験
や
思
い
出
、
支
え
て
く
れ
た

人
々
の
励
ま
し
を
原
動
力
に
、
希
望
に

満
ち
た
未
来
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
、
成
人
証
書

を
授
与
。
地
域
の
代
表
者
や
恩
師
か
ら

も
、「
後
輩
の
手
本
に
な
る
大
人
に
」「
見

違
え
る
よ
う
な
成
長
ぶ
り
に
感
慨
ひ
と

し
お
」
な
ど
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
、

励
ま
す
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
も
大
人
と
し
て
の
心
構
え
や

将
来
の
夢
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

意
見
発
表
し
た
ほ
か
、
有
権
者
と
な
る

自
覚
を
胸
に
、
選
挙
権
行
使
の
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。

①②受付や進行も新成人が担当　　③新成人としての誓いや将来の夢を意見発表　　④長峯市長から励ましの言葉とともに贈
られた成人証書　　⑤⑥今どきの若者らしい装いでハイ、チーズ　　⑦家族に感謝の言葉を贈る新成人たち

❶

❺

❷

❻

❹

❼

❸

子どものころに出会った歯科
衛生士にあこがれ、夢の実
現に向けて勉強している。こ
れからは礼儀に気を付け、当
たり前のことをきちんとできる
大人になりたい。地区別成
人式は中学校時代の友達と
会えるのでとてもいいと思う。

今後は親から独立し、責任
感を持って行動したい。自分
たちの一票で国やまちが変わ
ると思うので、ぜひ選挙には
行きたい。市外に出て、志和
池があまり知られていないこ
とに気付いたので、故郷の良
いところをもっとＰＲしたい。

成人して、今は不安と期待で
胸が一杯。成人式開催まで
準備が大変だったが、無事
にこの日を迎え、やり遂げた
という達成感がある。これか
らもあらゆる世代の人が住み
続けたいと思える都城市で
あってほしいと思う。

成人したという実感はまだあ
まりないが、これからは一
日一日を大切にし、悔いの
残らない人生を送りたいと思
う。最初はめんどくさいと思っ
ていた実行委員も、式の準
備を進めるうちにやりがいを
感じ、いい思い出になった。

◉
五
十
市
地
区　

税さ
い

所し
ょ  

郁
恵
さ
ん

　
（
梅
北
町
出
身
）
学
生

◉
横
市
地
区　

平
木  

成
美
さ
ん

　
（
蓑
原
町
出
身
）
販
売
員

◉
沖
水
地
区　

高
橋  

真
実
さ
ん

　
（
吉
尾
町
出
身
）
学
生

◉
志
和
池
地
区　

中
村  

英は
な

恵え

さ
ん

　
（
野
々
美
谷
町
出
身
）
学
生
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な
ご
や
か
で
、温
か
み
の
あ
る
式
典

 　

会
場
で
は
、
家
族
や
恩
師
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
新
成

人
が
誕
生
し
た
年
の
出
来
事
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
各
地
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
配
布
。
ま
た
、
地
区
別
開
催

の
成
人
式
に
な
っ
た
こ
と
で
、
従
来
の

合
同
成
人
式
に
比
べ
て
、
家
族
や
恩
師
、

地
域
住
民
も
参
加
し
や
す
く
な
り
、
恩

師
が
新
成
人
一
人
一
人
を
中
学
時
代
の

よ
う
に
氏
名
点
呼
し
た
り
、
新
成
人
全

員
が
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
々
に

感
謝
の
言
葉
を
伝
え
た
り
す
る
な
ど
、

新
成
人
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
た
人
々

に
と
っ
て
も
和
や
か
で
、
温
か
み
の
あ

る
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
半
の
会
場
で
は
、
式
典

に
続
い
て
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
。
中
学
時
代
の

写
真
や
映
像
を
編
集
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上

映
、
中
学
校
の
後
輩
た
ち
に
よ
る
吹
奏

楽
演
奏
、
恩
師
ら
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、

民
俗
芸
能
団
体
に
よ
る
太
鼓
演
奏
、
東

国
原
知
事
か
ら
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
上
映
、
思
い
出
の
曲
の
合
唱
な
ど
、

地
区
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
小
学
校
卒
業
時
に
埋
め
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
出
し
、
思
い

出
の
品
を
手
に
成
人
の
日
を
喜
び
合
っ

た
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。

○地区別の新成人全体写真　※クラス別写真を掲載している地区もあります

❶

❷

小松原地区

山之口地区

庄内地区

祝吉地区

成人式を迎えた今の心境は？　～各地区の成人式実行委員長や代表者に聞きました～

これまでわがままを言って両
親や友達に迷惑を掛けてきた
気がする。これからは少しずつ
でも恩返しができればと思っ
ている。短大卒業後も福祉専
攻科に進んで保育士や介護
福祉士の資格を取り、将来の
夢がかなうように頑張りたい。

大人への階段を一歩踏み出
せた気がする。人生の大き
な節目を迎え、社会人として
責任ある行動が取れるよう、
しっかりとした自分の意見を
持ちたい。そして成人して与え
られた選挙権も必ず行使し、
社会の一員として頑張りたい。

多くの人に支えられ成人する
ことができた。心にも形にも
残る成人式を作りたいと思っ
ていたが、新成人が少ない
分みんなの意見を一つ一つ
聞きながら進められたので、
実行委員だけでなく全員で
作り上げた成人式となった。

◉
庄
内
地
区　

中
村  

文ふ
み

弥や

さ
ん

　
（
庄
内
町
出
身
）
会
社
員

◉
西
岳
地
区　

山
下  

純す
み

華か

さ
ん

　
（
夏
尾
町
出
身
）
学
生

◉
中
郷
地
区　

月
野  

巧た
く

也や

さ
ん

　
（
梅
北
町
出
身
）
会
社
員

◉
山
之
口
地
区　

二
見  

志
保
さ
ん

　
（
山
之
口
町
出
身
）
学
生

成人式を迎え、やっと大人の
仲間入りを果たせたと思う。
これからは自分の行動に責任
を持ち、社会の規律を守って
いきたい。実行委員が集まら
ず大変だったが、地区別成人
式で中学時代の仲間の顔を
見ることができうれしかった。

①アトラクションの一コマ　②８年前に埋めたタ
イムカプセルを掘り出した四家小の卒業生たち
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山田地区沖水地区高崎地区

志和池地区姫城地区五十市地区

高城地区横市地区西岳地区

妻ケ丘地区中郷地区都城きりしま支援学校

無事に成人式を迎えることが
でき、うれしく思う。今後は、
常に自覚と責任を持ち、ルー
ルに反することのないような
行動を心掛けていきたい。成
人式を地区別に行うことで、
オリジナリティーのある式典
にすることができたと思う。

多くの人たちに支えられ、成
人式を迎えることができた。
大人の仲間入りを果たした
が、正直不安もある。けれど、
これから「ひとりだち」を目
指し、頑張っていきたい。こ
れからも、私たちのことを見
守っていってほしいと思う。

大学でもっと勉強して、社会
に貢献できる人間になりた
い。今回の成人式は自分た
ちで意見を出して開催したの
で、やりがいがあり、また勉
強にもなった。これからは成
人として人とのかかわりを大
切にしていきたいと思う。

まだ成人の実感はないが、自
分の意見をしっかり持った大
人になりたい。中学時代の仲
間が集まって成人を祝えるの
で、こういう形式の成人式が
一番いいと思う。地元が一番
落ち着くので、できればこれか
らも山田で暮らしたい。

◉
高
城
地
区　

今
井  

祐
貴
さ
ん

　
（
高
城
町
出
身
）
会
社
員

◉
山
田
地
区　

花は
な

原は
ら  

亜
由
子
さ
ん

　
（
山
田
町
出
身
）
会
社
員

◉
高
崎
地
区　

大お
お

平ひ
ら

原ば
る  

亮
介
さ
ん

　
（
高
崎
町
出
身
）
学
生

◉
都
城
き
り
し
ま
支
援
学
校

　

岡
原  

如よ
し

江え

さ
ん　
（
小
林
市
出
身
）
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よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

〜
「
都
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
中
で
す
〜

本
紙
20
年
９
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
市
で
は
平
成
19
年
８
月
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら「
都
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
策
定
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
現
在
策
定
中
の
「
地
域
別
構
想
」の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課　

☎
23-

２
７
６
２

「
都
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

 

２
つ
の
構
想

　
「
都
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、

市
域
全
体
の
将
来
像
を
想
定
し
た「
全
体
構

想
」
と
、
市
内
を
6
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
の
将
来
像
を
想
定
し
た「
地

域
別
構
想
」
の
2
つ
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
構

成
し
、
最
終
的
に
は
そ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
た

政
策
を
明
示
し
て
い
き
ま
す
。

「
地
域
別
構
想
」
の
策
定
に

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

・
自
治
公
民
館
長
ア
ン
ケ
ー
ト

　

市
内
の
全
自
治
公
民
館
長
を
対
象
に
、
地
域

別
構
想
の
素
案
の
感
想
と
地
域
の
良
い
点
や
悪

い
点
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た

・
地
区
ご
と
の
意
見
交
換
会

　

市
内
15
地
区（
旧
都
城
市
内
11
地
区
お
よ
び

旧
4
町
）
を
対
象
に
、
地
区
の
公
民
館
や
秋
祭

り
な
ど
で
、
地
域
別
構
想
の
素
案
を
基
に
作
成

し
た
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
・
説
明
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
聞
き
ま
し
た

　
出
さ
れ
た
意
見
の
内
容

　

環
境
面
に
関
す
る
こ
と
、
特
に
河
川
に
関

す
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
川
の
中
や
堤
防
な
ど
の
美
化
」「
生
活
排
水
な

ど
に
よ
る
水
質
の
変
化
」「
水
生
生
物
や
植
物

の
保
護
」「
豪
雨
時
の
災
害
予
防
」
な
ど
で
す
。

そ
の
他
に
は
、「
山
林
や
観
光
資
源
の
ハ
イ
キ

東部エリア
個性的な伝統文化、史跡と巡り合える誇り高
き歴史のまちづくり

今後の主な取り組み
◎生活拠点の維持
◎地域資源と融合した自然環境の保全・活用
◎産業活性化に向けた適正な土地利用の推進
◎安全で歴史文化を感じられる住環境の創出

インターチェンジ周辺エリア
広域交通の利便性を生かして新たな活力をは
ぐくみ、住みやすさが実感できる住・農・商・
工が共存するまちづくり

今後の主な取り組み
◎多くの人の来訪、旅立ち、帰郷を演出する
　都城らしい風景づくり
◎日常生活拠点の維持・形成
◎広域利便性を生かした産業の育成
◎多様なライフスタイルと産業活動が調和し
た住環境の形成

南部エリア
金御岳や里山に抱かれた美しい水環境を守
り、人とのつながりを感じながら暮らせるま
ちづくり

今後の主な取り組み
◎生活拠点の維持と円滑な移動の確保
◎田園空間、歴史、産業の連携強化
◎うるおいと豊かさを感じられる里づくりの
促進

◎水、みどり、歴史など地域資源の保護と魅
　力の強化
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ン
グ
コ
ー
ス
へ
の
活
用
」「
自
然
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
」「
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
の
保
存
」

「
生
活
道
路
（
歩
道
や
側
溝
）
の
改
良
」「
公
共

交
通
な
ど
移
動
手
段
の
確
保
」「
身
近
な
公
園

の
整
備
」と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

「
地
域
別
構
想
」
の
策
定
に
つ
い
て

　

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

都
市
計
画
に
置
き
換
え
て
、「
地
域
別
構
想
」

に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
河
川
の
水

質
向
上
に
つ
い
て
は
、
効
果
効
率
の
高
い
汚
水

処
理
策
の
検
討
、
下
水
道
の
普
及
、
合
併
浄
化

槽
の
適
正
管
理
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

都
城
市
が
よ
り
い
っ
そ
う
住
み
や
す
い
ま
ち

に
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
も
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
関
す
る
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
市
政
情
報
」の
中
の「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

★「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
み
や
こ

ん
じ
ょ
を
元
気
に
す
る
市
民
会
議
〜
」開
催

　

都
城
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す（
入
場
無
料
）。

●
日
時　

2
月
19
日
㈭　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
テ
ー
マ

①
地
域
経
済
を
生
か
し
た
都
城
の
ま
ち
づ
く
り

②
楽
し
さ
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り

「地域別構想」におけるまちづくり（案）抜粋

北部エリア
たちばな天文台やレクリエーション施設を生
かし、多世代交流が盛んなまちづくり

今後の主な取り組み
◎生活拠点の維持
◎地域資源と融合した自然環境の保全・活用
◎地場産業と融合した産業の活性化
◎良好な生活環境の形成

※文中の名称や区域設定
は案の段階ですので、
今後の検討により変更
になる場合があります

中央エリア
都城の顔として、誰もが訪れやすく住みよい
まちづくり

今後の主な取り組み
◎都城らしい都市核づくり
◎地域の産業をはぐくむ拠点づくり
◎誰でも住みやすい居住空間の創出
◎都城らしい快適な都市環境の醸成

西部エリア
高千穂峰のすそ野で、清らかな水と農をはぐ
くむ地域まるごと景勝のまちづくり

今後の主な取り組み
◎質の高い自然環境の保全および活用
◎レクリエーション施設と自然資源を活用した
観光振興

◎暮らしを支える生活拠点の維持
◎豊かさを感じ、安心安全に暮らすことので
　きる地域づくり
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Ｆ
Ｃ
東
京

　

Ｆ
Ｃ
東
京
の
前
身
で
あ
る
東
京
ガ
ス

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
1
9
3
5
年

に
創
部
さ
れ
、
1
9
9
8
年
に
は
天
皇

杯
で
悲
願
の
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
2
0

0
0
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
1

に
昇
格
し
、
2
0
0
8
年
シ
ー
ズ
ン
は

城じ
ょ
う
ふ
く福

浩
監
督
の
下
、
リ
ー
グ
6
位
で

終
え
る
。
都
城
キ
ャ
ン
プ
は
2
0
0
7

年
か
ら
3
年
連
続
。
日
本
代
表
候
補
メ

ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
た
今
野
泰
幸
、
長

友
佑
都
両
選
手
も
同
ク
ラ
ブ
所
属
。

●
キ
ャ
ン
プ
期
間

 

2
月
13
日
㈮
〜
2
月
21
日
㈯

●
練
習
会
場

　

高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場

●
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク（
予
定
）

　

2
月
15
日
㈰　

９
時
〜
10
時

●
練
習
試
合（
予
定
）

　

2
月
15
日
㈰

　

11
時
30
分
〜
、
14
時
30
分
〜

　

対　

柏
レ
イ
ソ
ル

　

2
月
19
日
㈭　

11
時
〜

　

対　

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

　

2
月
19
日
㈭　

14
時
30
分
〜

　

対　

城
南
一
和（
韓
国
Ｋ
リ
ー
グ
）

　

2
月
21
日
㈯　

12
時
〜

　

対　

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山

シ
オ
ノ
ギ
製
薬
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

 

1
9
4
9
年
創
部
。
日
本
リ
ー
グ
は

1
9
6
8
年
の
発
足
時
か
ら
加
盟
。
1

9
7
5
年
リ
ー
グ
総
合
優
勝
、
1
9
9

7
年
セ
ク
シ
ョ
ン
優
勝
そ
れ
ぞ
れ
1
回
。

●
キ
ャ
ン
プ
期
間

 

2
月
21
日
㈯
〜
2
月
25
日
㈬

●
練
習
会
場

　

三
股
町
旭
ケ
丘
運
動
公
園
野
球
場

一流のプレーを間近に

期　　間 団  体  名 種　目 使  用  施  設

２月10日㈫～24日㈫ 城西大学 硬式野球 高城運動公園野球場

２月12日㈭～16日㈪ 京都学園大学 準硬式野球 都城運動公園野球場

２月20日㈮～25日㈬ 龍谷大学 準硬式野球 都城運動公園野球場

２月22日㈰～27日㈮ 関東学院大学 準硬式野球 高崎運動公園野球場

３月１日㈰～６日㈮ 立教大学 バドミントン
高崎運動総合体育館
早水公園体育文化センター

３月10日㈫～19日㈭ 三重中京大学 サッカー 高城運動公園多目的広場

そのほかのキャンプ・合宿情報

スポーツランドみやざきには、今春も野球やＪリーグサッカーなどさまざまなチームがキャンプに訪
れます。本市にも３年連続でサッカーＪ１のＦＣ東京が訪れるほか、日本女子ソフトボールリーグ１
部のシオノギ製薬ソフトボール部や全国各地の高校・大学のスポーツ部が都城・北諸地域でキャンプ・
合宿を行います。この機会に会場へ足を運び、ぜひ一流のプレーをご覧ください。
 ●問い合わせ　商業観光課　☎ 23-2615

都城スポーツキャンプ情報都城スポーツキャンプ情報
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高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
は
？

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
25
㌫
を
超
え
、

4
人
に
１
人
は
65
歳
以
上
と
い
う
高
齢

社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
高
齢
者
が
自
ら
の
老
後
を
健
康

で
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
気
軽

に
社
会
参
加
活
動
が
で
き
る
場
と
し

て
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
1
7
7
の
高
齢
者
ク
ラ

ブ
が
あ
り
、
約
9
、7
0
0
人
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
自
主
的
な
組

織
で
あ
る
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
魅

力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

２
つ
の
活
動
が
主
な
特
徴

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
仲
間
づ
く
り

や
健
康
づ
く
り
な
ど
を
通
し
て
、
生
き

が
い
を
見
つ
け
る「
生
活
を
豊
か
に
す

る
活
動
」、
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て

世
代
間
交
流
を
行
っ
た
り
、
地
域
の
環

境
づ
く
り
や
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
だ

り
す
る「
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活

動
」を
柱
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
生
活
を
豊
か
に
す
る
活
動
】

◉
地
域
で
の
仲
間
づ
く
り

　

趣
味
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
き
っ
か
け

と
す
る
同
世
代
の
仲
間
づ
く
り
、
地
域

の
行
事
な
ど
で
の
異
世
代
交
流
な
ど
を

通
じ
て
、高
齢
者
の
社
会
性
が
保
た
れ
、

地
域
で
の
連
帯
感
が
深
ま
り
ま
す
。

◉
健
康
の
保
持
・
増
進

　

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
閉
じ
こ
も
り
の
防
止

や
健
康
の
保
持
・
増
進
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
友
愛
活
動
や
社
会
奉
仕
活

動
を
通
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る

と
い
う
精
神
的
な
充
実
感
が
生
ま
れ
、

心
と
体
の
健
康
が
図
ら
れ
ま
す
。

◉
心
の
や
す
ら
ぎ
・
充
実
感

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
活
動
を
企
画
・

実
践
す
る
中
で
、
達
成
感
や
満
足
感
、

あ
る
い
は
実
践
の
評
価
に
伴
う
充
実

感
、
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
、
多
く
の
精

神
的
な
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
】

◉
知
識
や
経
験
を
生
か
す

　

活
動
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
や

仕
事
、
趣
味
な
ど
の
知
識
や
経
験
を
生

か
す
機
会
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
伝
統
文
化
を
世
代
間
交
流
に
よ
り
若

い
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
社
会
貢
献

　

環
境
美
化
・
緑
化
活
動
な
ど
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
で
地

域
に
貢
献
で
き
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
福

祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
や
こ
ど
も
見
守

り
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の

担
い
手
と
な
り
ま
す
。

充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

　

本
市
で
は
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
高
齢
者
の
団
体
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
る
ほ
か
、
各
地
区
で
教
養

や
趣
味
な
ど
の
充
実
を
目
的
と
し
て
高

齢
者
学
級
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
お

む
ね
60
歳
以
上
の
人
は
、
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
こ
う

し
た
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

楽
し
い
老
後
を
送
る
た
め
に

●
問
い
合
わ
せ

　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

３
１
０
２

　

都
城
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会　

☎
24-

９
７
０
０

本
市
で
は
、生
き
生
き
と
し
た
高
齢
期
の
生
活(

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ)

を
実
現
す
る
た
め
に
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す

　
　

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

顔
の
見
え
る
付
き
合
い

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
と
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
見
守
り
活
動
を
通

し
て
、
地
域
の
同
世
代
の
仲
間
が
増

え
、
共
通
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。ま
た
、田
植
え
や
交
通
安
全
教
室
、

伝
統
芸
能
の
伝
承
な
ど
を
通
し
た
異

世
代
交
流
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

経
験
を
生
か
し
た
活
動
な
ど
を
通
し

て
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、
地
域

の
人
々
と
顔
の
見
え
る
付
き
合
い
を

し
な
が
ら
、
一
緒
に
生
き
が
い
の
あ

る
楽
し
い
老
後
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

都城市高齢者クラブ連合会
会  長   瀬戸山 杉夫 さん
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みやこんじょ情報局 　 月

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
多
か
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
市
税
な
ど
の
納
付
が
、
4
月
か
ら
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
曜
日
や
時
間
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
の
金
融

機
関
で
も
新
し
い
納
付
書
を
使
っ
て
納
付
で
き
ま
す
。

納
付
の
対
象
と
な
る
税
目
な
ど

○
市
県
民
税

○
固
定
資
産
税

○
軽
自
動
車
税

○
国
民
健
康
保
険
税

○
介
護
保
険
料

コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
関
す
る
お
願
い

○
今
ま
で
は
納
付
書
を
冊
子
に
し
て
郵
送
し
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
実
施
に
伴
い
、
納
期
ご
と
に
切
り
離

し
た
納
付
書
を
郵
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失

な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

○
納
め
る
期
別
を
十
分
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
た
場
合
、
納
税
の
確

認
が
で
き
る
ま
で
に
2
週
間
ほ
ど
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
納
付
後
2
週
間
以
内
に
納
税
証
明
書
な
ど
を
申
請
す

る
場
合
は
、
領
収
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

○
後
日
、
納
付
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
、
領
収
書
は
5
年

間
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

2

こ
ん
な
時
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん

○
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
な
い
納
付
書
（
平
成
21
年
4
月
1

日
以
前
に
発
行
し
た
も
の
）

○
納
付
書
1
枚
当
た
り
の
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
と
き

○
納
付
書
の
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

○
破
損
・
汚
損
な
ど
に
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
れ
な
い

と
き

○
納
期
限
や
取
扱
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

●問い合わせ  市税の納付について 　 国民健康保険税の納付について 介護保険料の納付について
   納税課　☎ 23-2126 　 保険年金課　☎ 23-7144  介護保険課　☎ 23-2114

４月から市税などが
コンビニエンスストアでも納められます

利用できるコンビニエンスストア

○セブン―イレブン
○ファミリーマート
○ローソン
○エブリワン
○ａｍ／ｐｍ
○スリーエイト
○コミュニティ・ストア
○ココストア
○サンクス
○サークルＫ
○セーブオン

○スリーエフ
○デイリーヤマザキ
○ヤマザキデイリーストアー
○ポプラ
○ミニストップ
○生活彩家
○くらしハウス
○セイコーマート
○スパー北海道
そのほかＭＭＫ設置店

納 税納 税
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【
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
〜
74
歳
の
人
の

４
月
以
降
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
】

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証（
保
険
証
）
に
つ
い
て
、
4
月
1
日
以
降
も
、

医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
が
1
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

（
※
自
己
負
担
割
合
が
3
割
の
人
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

該
当
す
る
人
に
対
し
て
、
保
険
証
の
差
し
替
え
を
3
月
中

に
郵
送
し
ま
す
。

　

入
院
す
る
場
合
、
市
役
所
で
交
付
す
る
認
定
証
を
病
院
に

提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
一
定
の
限
度

額
ま
で（
医
療
保
険
対
象
外
の
費
用
は
除
き
ま
す
）
と
な
り

ま
す
。
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
食
事
代
も
併
せ
て
減
額

さ
れ
ま
す
。

認
定
証
に
つ
い
て

　

認
定
証
に
つ
い
て
は
、
年
齢
や
世
帯
の
課
税
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
、
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
入
院
す
る

際
は
、
手
続
き
の
前
に
、
保
険
年
金
課
へ
対
象
と
な
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
は
、
保
険
年
金
課
、
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
で
も
可
能
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
世
帯
主
の
印
か
ん
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

・
本
人
の
印
か
ん
（
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
）

入院した時
は、医療費の

軽減および食事代の
減額が受けられます

国民健康
保険の制度が
一部変わります

国 保国 保

●問い合わせ　保険年金課
　　　　　　　☎ 23-2634

●問い合わせ　保険年金課
　　　　　　　☎ 23-2634

国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証
　　　　　　　　　　　　　有効期限　平成２１年７月３１日
記号番号　　　　００１２３４５６　　　　　　性別　男
氏名　　　　　　都城　太郎
生年月日　　　　昭和１３年１月１日　　　
資格取得年月日　平成１０年４月１日　　　
交付年月日　　　平成２０年８月１日　　
発効期日　　　　平成２０年８月１日　　　
住　　所　　　　都城市○○町○○街区１号

世帯主氏名　　都城　太郎
保険者番号　　４５００２３　　　　　　　　保険者　都城市

一部負担金の割合
　　　　　２割
※平成２１年 3月末日
　までは　１割

保険証の負担割合が、上の通
り記載されている人が差し替
えの対象となります。

　

１
月
１
日
よ
り
、
出
産
育
児
一
時
金
が
35
万
円
か
ら
38
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

産
科
医
療
補
償
制
度
加
入
の
医
療
機
関
な
ど
で
、
在
胎
週

数
22
週
に
達
し
た
日
以
後
に
出
産（
死
産
を
含
む
）
し
た
場

合
が
引
き
上
げ
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
※
在
胎
週
数
12
週
か
ら
22
週
ま
で
は
35
万
円
と
な
り
ま
す
）

　

医
療
機
関
な
ど
が
発
行
す
る
領
収
書
も
し
く
は
請
求
書
に

下
記
の「
産
科
医
療
補
償
制
度
加
入
機
関
」
の
印
が
押
さ
れ

ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際
は
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

出
産
育
児
一
時
金
委
任
払
制
度

　

出
産
に
掛
か
っ
た
費
用
に
つ
い
て
、

出
産
育
児
一
時
金
か
ら
都
城
市
が
直
接

医
療
機
関
な
ど
に
支
払
う
制
度
で
す
。

出
産
前
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

出産育児
一時金が引き上
げられました
●問い合わせ　保険年金課
　　　　　　　☎ 23-2634

給 付給 付給 付給 付

一部負担金の割合
　　　　　２割
※平成２１年 3月末日
　までは　１割
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１
年
の
願
い
を
込
め
て
走
り
初
め

 
新
春
初
詣
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

早
春
の
山
之
口
路
を
走
る
新
春
初
詣

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
1
月
2
日
、
安

楽
寺
を
発
着
と
す
る
5
・
5
㌔
の
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
29
回
目
の
今

回
は
、県
内
外
か
ら
2
3
0
人
が
参
加
。

選
手
た
ち
は
、
コ
ー
ス
途
中
の
的ま

と
の
し
ょ
う

野
正

八は
ち
ま
ん
ぐ
う

番
宮
で
今
年
1
年
の
健
康
祈
願
を
し

た
後
、
熊
野
神
社
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競

い
合
い
、
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
温
か
い
ぜ

ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
に
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。
石
崎
啓
一
郎
さ
ん（
三
股

町
）は
「
毎
年
こ
の
大
会
が
走
り
初
め
。

今
年
も
気
持
ち
よ
く
走
れ
て
、
１
年
の

い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
」
と
息
を
弾

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

威
勢
の
い
い
掛
け
声
で
ス
タ
ー
ト

 

平
成
21
年
取
引
業
務
始
め
式（
初
競
り
）

　

1
月
5
日
、
都
城
市
公
設
地
方
卸
売

市
場
で
平
成
21
年
取
引
業
務
始
め
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
市
場
協
力
会
の

中
川
副
会
長
の
音
頭
で
三
本
締
め
を
行

い
、
こ
こ
数
年
低
迷
し
て
い
る
市
場
取

引
の
活
性
化
と
1
年
間
の
無
事
故
を
祈

願
。
続
い
て
、
競
り
棒
を
持
っ
た
長
峯

市
長
の「
さ
あ
、
な
ん
ぼ
」
と
い
う
威
勢

の
い
い
掛
け
声
で
水
産
物
や
青
果
、
花

き
な
ど
の
初
競
り
が
始
ま
り
、
場
内
は

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
競
り
で
は
、

5
・
4
㌔
の
鯛
に
2
万
7
、0
0
0
円
、

イ
チ
ゴ
1
箱
に
1
万
円
な
ど
昨
年
か
ら

の
不
況
の
風
を
吹
き
飛
ば
せ
と
ば
か
り

に
、ご
祝
儀
価
格
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
を
挙
げ
て
取
り
組
む
伝
統
行
事

 

平
田
地
区
も
ぐ
ら
打
ち
・
オ
ネ
ッ
コ

　

縄
に
わ
ら
の
束
を
結
び
つ
け
た
道
具

で
農
作
物
に
害
を
も
た
ら
す
モ
グ
ラ
を

退
治
し
、
五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣

を
願
う「
も
ぐ
ら

打
ち
」
が
1
月
10
日
、
乙
房
町
平
田
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
地
区
の
小
学

生
約
80
人
が
8
班
に
分
か
れ
て
各
家
庭

を
訪
問
。「
も
ぐ
ら
打
っ
が
来
た
ど
」

と
歌
い
な
が
ら
、
庭
先
や
畑
で
わ
ら
束

を
地
面
に
打
ち
つ
け
て
モ
グ
ラ
を
追
い

払
い
、
お
礼
に
菓
子
や
も
ち
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、同
日
夜
に
は「
オ

ネ
ッ
コ
」
も
行
わ
れ
、
1
年
の
無
病
息

災
を
祈
り
な
が
ら
も
ら
っ
た
も
ち
を
焼

い
て
食
べ
る
な
ど
、
正
月
の
伝
統
行
事

尽
く
し
の
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
は
私
た
ち
が
守
る

 

平
成
21
年
消
防
出
初
め
式

　

年
に
一
度
、
市
内
の
全
消
防
団
員

が
集
結
す
る
消
防
出
初
め
式
が
１
月
11

日
、
沖
水
川
市
民
緑
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
5
つ
の
消
防
団
の
団
長
を

先
頭
に
団
ご
と
の
行
進
を
行
っ
た
後
、

長
峯
市
長
ら
が
団
員
1
、
2
8
4
人
の

服
装
や
規
律
動
作
を
点
検
。
続
い
て
消

防
車
89
台
に
よ
る
一
斉
放
水
が
始
ま
る

と
、
赤
や
青
な
ど
色
と
り
ど
り
の
水
が

勢
い
よ
く
放
物
線
を
描
き
、
訪
れ
た
多

く
の
見
物
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
式
典

の
最
後
に
莫あ
ぐ

根ね

秀
春
連
合
団
長
が「
市

民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
日
本
一
の
消
防
団
と
な
る
よ
う
に

努
力
し
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
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埋
も
れ
た
本
に
、新
た
な
活
躍
の
場
を

 

図
書
館
ま
つ
り
図
書
ふ
れ
あ
い
広
場

　

本
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
、
多
く

の
人
に
図
書
館
を
利
用
し
て
も
ら
お
う

と
、
1
月
11
日
、
図
書
館
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
10
回
目
の
今
年
は
、

家
庭
で
眠
っ
て
い
た
不
要
本
を
無
料
で

提
供
す
る
図
書
ふ
れ
あ
い
広
場
に
、
過

去
最
高
の
5
、5
5
0
冊
を
準
備
。
汚

れ
を
落
と
し
て
真
新
し
く
な
っ
た
文
庫

本
や
実
用
書
な
ど
、
目
当
て
の
本
を
求

め
る
市
民
で
開
場
前
か
ら
長
蛇
の
列
が

で
き
ま
し
た
。
初
め
て
来
場
し
た
内
村

由
美
子
さ
ん（
都
北
町
）
は「
こ
れ
を
機

に
、
子
ど
も
に
も
っ
と
本
を
読
ん
で
ほ

し
い
」
と
や
っ
と
手
に
し
た
人
気
の
児

童
書
を
抱
え
、
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

声
援
を
背
に
受
け
、坂
道
駆
け
上
が
る

 

高
崎
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

　

高
崎
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が
１

月
18
日
、
高
崎
総
合
公
園
多
目
的
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
回
目
の
今
回

は
、
親
子
の
部
や
学
年
別
の
部
な
ど
の

14
種
目
に
市
内
外
か
ら
3
7
8
人
が
参

加
。
選
手
た
ち
は
、
種
目
ご
と
に
設
定

さ
れ
た
起
伏
に
富
ん
だ
難
コ
ー
ス
に
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
家
族
ら
の
声
援

を
受
け
必
死
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
上
野
栞し
お
り
さ

ん（
川
東
小
3
年
）
は「
と
て
も
疲
れ
た

が
、
コ
ー
ス
が
き
れ
い
で
気
持
ち
良
く

走
れ
た
。
も
っ
と
練
習
し
て
、
来
年
も

ま
た
挑
戦
し
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

成
人
の
日
を
祝
い
、寒
風
の
中
を
力
走

 

都
城
市
成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

1
月
12
日
、
霧
島
お
ろ
し
の
吹
き
す

さ
ぶ
中
、
成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
を
祝
お
う

と
60
年
ほ
ど
前
に
始
ま
っ
た
同
大
会
。

今
年
は
都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を

発
着
す
る
2
〜
10
㌔
の
5
種
目
に
小
学

3
年
生
か
ら
壮
年
ま
で
の
4
9
6
人
が

出
場
し
、
沿
道
か
ら
の
声
援
に
応
え
な

が
ら
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
壮
年
の
部

に
初
め
て
出
場
し
た
兒こ
だ
ま玉
妙
子
さ
ん

（
宮
崎
市
）
は「
若
い
選
手
の
ペ
ー
ス
に

合
わ
せ
る
の
が
大
変
だ
っ
た
が
、
気
持

ち
よ
く
走
れ
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
大
会
で
す
ね
」と

息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

年
の
神
に一
年
の
平
穏
無
事
を
祈
願

 

カ
セ
ダ
ウ
イ（
か
せ
だ
う
り
）

　

1
月
14
日
恒
例
の
伝
統
行
事「
カ
セ

ダ
ウ
イ
」が
、
志
和
池
や
沖
水
、
山
田
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
太
郎
坊
町
山
野

原
地
区
で
は
、
40
年
近
い
歴
史
を
も
つ

か
せ
だ
う
り
保
存
会（
内
山
伸
一
会
長
、

30
人
）
の
メ
ン
バ
ー
が
年
の
神
に
ふ
ん

し
、
地
区
内
の
約
1
5
0
軒
を
訪
問
。

酒
食
で
も
て
な
す
家
人
に
稲
穂
や
竹
ザ

サ
、
日
用
品
な
ど
を
付
け
た
縁
起
物
の

熊
手
を
高
値
で
売
り
つ
け
よ
う
と
、こ
っ

け
い
な
や
り
取
り
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
毎
年
迎
え
て
い
る
坂
元
浪
男
さ
ん

は「
カ
セ
ダ
ウ
イ
が
来
な
い
と
正
月
が

ひ
と
段
落
し
な
い
」
と
待
ち
わ
び
た
幸

運
の
使
者
の
訪
問
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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月
の
開
校
に
向
け
着
々
と
準

備
が
進
む
南
九
州
大
学
。
そ

の
応
援
と
街
の
活
性
化
を
目
指
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
か
た
ら

ん
花か

」の
代
表
が
松
尾
伊
津
子
さ
ん

（
64
歳
・
広
原
町
）で
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
と
ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
る
20
代

か
ら
60
代
の
14
人
が
集
ま
り
一
昨
年

の
8
月
に
発
足
。
松
尾
さ
ん
の
自
宅

の
庭
に
作
ら
れ
た
離
れ「
招し
ょ
う
ゆ
う
あ
ん

友
庵
」

に
集
い
、
井
戸
端
会
議
な
ら
ぬ
い
ろ

り
端
会
議
を
行
い
、
開
学
前
か
ら
花

植
え
な
ど
の
美
化
活
動
に
汗
を
流
す

一
方
、
大
学
に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に

開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
大
学
側
も
提
案
に
前
向

き
の
姿
勢
を
み
せ
て
お
り
、「
緑
の

デ
ザ
イ
ン
賞
」を
受
賞
し
た
ヒ
ー
リ

ン
グ
ガ
ー
デ
ン（
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
整
備
）に
も
地
域
住
民
が
植
栽

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
計
画
さ
れ
る
な

ど
活
動
の
成
果
が
徐
々
に
形
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
か
た
ら
ん

花
」の
名
前
に
は「
語
り
合
お
う
」と

い
う
意
味
の
ほ
か
に
都
城
弁
で「
仲

間
に
入
り
ま
せ
ん
か
？
」と
い
う
意

味
も
あ
り
、
昨
年
8
月
か
ら
募
集
し

た
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
に
も
個
人
会

員
3
1
4
人
、
法
人
会
員
13
団
体
の

応
募
が
あ
る
な
ど
、
そ
の
名
の
と
お

り
の
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
「
待
ち
焦
が
れ
た
大
学
の
開
学
。

地
域
を
挙
げ
て
全
国
か
ら
来
る
学
生

を
温
か
く
迎
え
、
時
に
は
お
ふ
く
ろ

さ
ん
代
わ
り
と
し
て
学
生
た
ち
を
支

え
た
い
」と
面
倒
見
の
い
い
姉
御
肌

の
松
尾
さ
ん
。
趣
味
の
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
は
本
格
的
で
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
庭
は
県

外
か
ら
も
見
学
者
が
訪
れ
る
ほ
ど
。

こ
れ
か
ら
春
に
向
け
、
大
学
の
応
援

に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
と
、
ま
す
ま
す

大
忙
し
で
す
。

４ 花を使って地域と大学をサポート
「かたらん花」代表
松尾 伊津子さん



◎みやこのじょうさんか　　　　　　　　　　　　　Letters To Miyakonojo

　 　
 　 　 　

　
　

　

 　

学学校校へへ行行こうこう
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「
い
た
っ
み
ろ
っ
か
い
、
み
や
こ
ん

じ
ょ
」

　

こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
、
急
に
思
い
出
し

て
、懐
か
し
い
気
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
都
城
の
志
和
池
出
身
で
す
。

温
か
い
人
た
ち
や
た
く
さ
ん
の
自
然

に
囲
ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
田

舎
っ
子
は
現
在
、
東
京
で
俳
優
と
い
う

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
映
画

に
出
演
す
る
機
会
が
少
し
ず
つ
で
す
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
を
卒
業

し
て
す
ぐ
上
京
し
、
右
も
左
も
分
か
ら

ぬ
ま
ま
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
不
安

を
常
に
抱
き
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　

東
京
に
来
て
3
年
。
あ
の
こ
ろ
か
ら

自
分
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、家
族
や
、

各
地
で
頑
張
っ
て
い
る
都
城
の
仲
間
た

ち
で
し
た
。
こ
の
大
切
な
存
在
な
く
し

て
、今
の
自
分
は
い
な
い
と
言
え
ま
す
。

何
か
あ
る
と
電
話
し
て
互
い
の
状
況
を

伝
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
時
は
相
談
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
も
感
じ
る
の
は
「
都

城
は
熱
い
人
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
。

本
当
に
心
か
ら
信
頼
し
て
い
る
仲
間
が

周
り
に
い
っ
ぱ
い
い
て
、
自
分
に
パ

ワ
ー
を
く
れ
る
。
だ
か
ら
も
っ
と
頑
張

れ
る
。
こ
れ
か
ら
先
も
こ
の
存
在
を
大

切
に
し
て
さ
ら
に
飛
躍
し
て
み
せ
る
、

と
い
う
気
持
ち
で
す
。

　

僕
た
ち
の
学
校
は
、
都
城
市
の
北
西

部
に
位
置
し
、
雄
大
な
高
千
穂
峰
を
間

近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
校
舎
は

木
造
で
と
て
も
美
し
い
で
す
。し
か
も
、

霧
島
屋
久
国
立
公
園
内
に
あ
る
学
校
と

い
う
の
も
珍
し
い
点
で
す
。
大
自
然
に

囲
ま
れ
た
学
校
な
の
で
、
シ
カ
の
群
れ

を
昼
間
で
も
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

御
池
小
学
校
に
は
、
全
校
児
童
で
取

り
組
む
行
事
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

主
な
も
の
に
、
田
植
え
、
稲
刈
り
、
も

ち
つ
き
な
ど
を
す
る
米
作
り
の
体
験
活

動
や
、
地
域
の
人
た
ち
と
楽
し
む
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
高
齢
者
の
人
の
家
を

訪
問
し
て
話
を
し
た
り
学
習
の
成
果
を

発
表
し
た
り
す
る
高
齢
者
宅
訪
問
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
合
同
体
育
や
合

同
国
語
な
ど
、
全
校
児
童
が
一
緒
に
学

習
す
る
時
間
も
あ
り
ま
す
。
一
人
一
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
む
の
で
、
と
て
も
楽
し
い
で

す
。

　

ま
た
、
昼
休
み
は
「
み
ん
な
で
遊
ぶ

日
」
を
決
め
て
、
全
校
児
童
6
人
で
仲

良
く
遊
ん
で
い
ま
す
。「
み
ん
な
で
遊

ぶ
日
」
に
は
、
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま

で
一
緒
に
仲
良
く
話
を
し
た
り
、
た
く

さ
ん
動
き
回
っ
た
り
し
て
楽
し
く
過
ご

し
ま
す
。
誰
か
が
困
っ
て
い
る
と
き
や

失
敗
し
た
と
き
に
は
、
み
ん
な
で
声
を

掛
け
合
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
僕
た
ち
は
み
ん
な
で

助
け
合
い
な
が
ら
有
意
義
な
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
僕
た
ち

の
御
池
小
学
校
や
、
自
然
豊
か
な
御
池

町
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

第38回 御
み

池
いけ

小学校
◎御池町5844-291 ☎33-1804

昭和６２年生まれ。俳優。
ドラマ「ファーストキス」「ごくせん」
「252　生存者ありエピソードゼロ」
のほか、映画「252　生存者あり」
「クローズ ZEROⅡ」に出演。

「
豊
か
な
自
然
の

 

御
池
小
へ
ど
う
ぞ
！
」

◎学校のシンボル「彼岸花」
　学校の周りに咲き乱れる彼岸花は、長
い年月をかけて地区の人や先生、そして僕
たちの先輩たちが植えてきました。毎年秋
になると、きれいな花がいっぱい咲きます。

蕨野  友也 （わらびの  ともや）

【
誇
れ
る
地
元
、
都
城
】

蕨
野　

友
也 

さ
ん

プロフィル
６
年 

乙
守　

 

一
哉 

さ
ん

６
年 

畦あ
ぜ
が
た
に

ヶ
谷 

竜
助 

さ
ん
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募　

集

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

介
護
保
険
の
施
策
運
営
に
つ
い
て
、
調

査
審
議
す
る
介
護
保
険
運
営
協
議
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
任
期　

21
年
4
月
1
日
〜
24
年
3
月
31

日（
3
年
間
）

●
対
象
・
定
員　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

40
歳
以
上（
4
月
1
日
時
点
）
の
介
護
保

険
の
被
保
険
者
で
、
介
護
保
険
料
・
市
税

の
滞
納
が
な
く
、
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
、
若
干
名

　

応
募
理
由（
8
0
0
字
程
度
）
と
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
た
応
募
用
紙（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

を
2
月
20
日
㈮
ま
で
に
介
護
保
険
課

（
〒
885-

8
5
5
5 

姫
城
町
6-

21
）ま
た

は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
へ
持
参

※
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
も
可

問　

介
護
保
険
課

　
　

☎
23-

2
1
1
4 

FAX 

23-

2
1
4
3

kaigo@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

市
役
所
臨
時
職
員

　

主
に
4
月
か
ら
採
用
す
る
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
随
時
申
し
込
み
で
、
履
歴

書
お
よ
び
資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し

を
職
員
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
雇
用
依
頼
は
必
要
な
時
期
に
行
い
ま
す

【
保
育
士
】

●
対
象
・
定
員　

保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
人
、
若
干
名

●
賃
金　

日
額
7
、2
0
0
円

●
勤
務
地　

旧
都
城
市
内
の
公
立
保
育
所

●
勤
務
時
間　

7
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち

1
日
8
時
間（
週
40
時
間
）　

※
交
代
制
で
の
早
出
、
遅
出
、
土
曜
日
出

勤
あ
り

【
図
書
館
司
書
】

●
対
象
・
定
員　

図
書
司
書
の
資
格
を
有

す
る
人
、
2
人

●
賃
金　

月
額
10
万
円

●
勤
務
時
間　

8
時
30
分
〜
19
時（
火
〜

日
曜
日
の
う
ち
交
代
制
で
週
30
時
間
）

※
休
日
は
月
曜
日
と
そ
れ
以
外
の
1
日

（
週
休
2
日
制
）と
祝
日

【
作
業
労
務
職
な
ど
】

●
対
象
・
定
員　

健
康
で
体
力
に
自
信
が

あ
る
男
性（
パ
ソ
コ
ン
・
事
務
職
経
験
者

優
遇
）、
若
干
名

●
賃
金　

日
額
6
、9
2
0
円

●
勤
務
時
間　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
週
40
時
間
）

問　

職
員
課　

☎
23-

2
1
1
9

ハ
ロ
ー
元
気
講
座
登
録
団
体

　

市
民
主
催
の
学
習
会
な
ど
に
講
師
を
派

遣
し
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
生
か
し

た
講
座
や
実
習
な
ど
を
行
う
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

●
対
象　

社
員
や
職
員
な
ど
を
講
師
と
し

て
無
料
で
派
遣
で
き
る
企
業
、
組
合
、
学

校
、
そ
の
他
公
共
機
関
な
ど
の
団
体

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
応
募
締
め
切
り　

3
月
31
日
㈫

問　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

9
5
4
5

都
城
市
民
劇
団
員

●
対
象　

文
化
活
動
・
演
劇
に
興
味
の
あ

る
人　

※
年
齢
・
経
験
不
問

●
練
習
日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日　

　
　
　
　
　
　

19
時
30
分
〜

●
場
所　

小
松
原
地
区
公
民
館

●
練
習
内
容　

日
舞
、
基
礎
ダ
ン
ス
、
発

声
、
滑
舌
な
ど

●
参
加
費　

1
、0
0
0
円
／
月

問　

都
城
市
民
劇
団（
長
沼
）　

　
　
　

☎
37-

1
6
8
9

 

催　

し

み
や
こ
ん
じ
ょ
福
祉
ま
つ
り

●
日
時　

3
月
8
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
そ

の
周
辺

●
内
容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
出
展
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ふ
れ
あ
い
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
介
護
・
健
康
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

問　

都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　

☎
25-

7
3
1
8
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InformationInformation は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

都
城
市
地
域
福
祉
推
進
大
会（
無
料
）

●
日
時　

2
月
28
日
㈯　

13
時
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

上
野
谷
加
代
子
さ
ん（
同
志
社

大
学
教
授
）
に
よ
る
講
演「
協
働
で
取
り

組
む
都
城
の
地
域
福
祉
推
進
」、
社
会
福

祉
功
労
者
な
ど
の
表
彰

問　

障
害
福
祉
課　

☎
23-

2
9
8
0

美
し
い
冬
の
田
園
と〝
た
の
か
ん
さ
ぁ
〞

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
 in
し
わ
ち

●
日
時　

2
月
22
日
㈰　

8
時
30
分
〜

●
コ
ー
ス　

志
和
池
小
学
校
発
着
の
2

コ
ー
ス（
約
10
㌔
・
約
7
㌔
）

●
定
員　

80
人　

※
先
着
順

●
参
加
料　

5
0
0
円

※
小
学
生
以
下
3
0
0
円

問　

2
月
16
日
㈪
ま
で
に「
都
城
田で

ん
く
う空

の
会
」事
務
局（
北
諸
県
農
林
振
興
局
内
）

☎
23-

4
5
1
4

都
城
市
健
康
づ
く
り
大
会（
無
料
）

●
日
時　

2
月
23
日
㈪　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

島
内
憲
夫
さ
ん（
順
天
堂
大
学

教
授
）
に
よ
る
講
演
「
地
域
で
の
健
康
づ

く
り
活
動
に
つ
い
て
」、
健
康
づ
く
り
活

動
の
発
表

問　

2
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
健
康
長
寿
課　

☎
23-

2
7
6
5 

FAX 

23-

4
8
4
6

中
郷
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

●
日
時　

2
月
22
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

中
郷
地
区
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

周
辺

●
内
容　

健
康
・
介
護
・
福
祉
の
相
談
・

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
地
場
産
品
販
売
な
ど

問　

中
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
39-

0
7
1
3

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

2
月
18
日
㈬　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

細
山
田
晃
さ
ん
、
片
野
郁
子
さ

ん（
サ
ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
０
９

●
期
日　

5
月
17
日
㈰　

※
ゴ
ル
フ
競
技
は
5
月
18
日
㈪

●
場
所　

延
岡
市
、
日
向
市
、
西
都
市
、

高
鍋
町
、
門
川
町
、
高
千
穂
町

●
競
技
種
目　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、イ
ン
デ
ィ

ア
カ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ

テ
ニ
ス
、
弓
道
、
剣
道
、
な
ぎ
な
た
、
太

極
拳
、
四
半
的
弓
道
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ゴ

ル
フ
、サ
ッ
カ
ー
、ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋

●
対
象　

県
内
在
住
で
、
昭
和
25
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

※
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
昭
和
30
年

4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

●
応
募
締
め
切
り　

3
月
2
日
㈪

※
詳
細
は
健
康
長
寿
課
、
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
に
あ
る
種
目
別
実
施
要
項
を

参
照
く
だ
さ
い

問　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
0
2

　
　

宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
0
9
8
5-

31-

9
6
3
0

家
族
介
護
者
交
流
事
業（
無
料
）

●
対
象　

65
歳
以
上
の
家
族
を
在
宅
介
護

し
て
い
る
人

●
対
象
地
区
・
日
程
・
場
所

【
小
松
原
・
祝
吉
・
沖
水
】

 

3
月
2
日
㈪　

ラ
ス
パ
た
か
ざ
き

【
姫
城
・
妻
ヶ
丘
・
中
郷
】

 

3
月
9
日
㈪　

青
井
岳
荘

【
五
十
市
・
横
市
・
庄
内
】

 

3
月
10
日
㈫　

青
井
岳
荘

【
志
和
池
・
西
岳
・
山
田
】

 

3
月
11
日
㈬　

青
井
岳
荘

【
高
城
・
山
之
口
】

 

3
月
16
日
㈪　

ラ
ス
パ
た
か
ざ
き

●
時
間　

10
時
〜
15
時　

●
定
員　

各
日
程
20
人
ず
つ　

※
先
着
順

●
内
容　

介
護
・
健
康
相
談
、
疲
労
回
復

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

●
そ
の
他　

バ
ス
に
よ
る
送
迎
あ
り

問　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
8
4
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催　

し

青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

家
庭
教
育
振
興
大
会（
無
料
）

●
日
時　

2
月
17
日
㈫　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

古
野
陽
一
さ
ん（「
子
ど
も
未

来
」代
表
）
に
よ
る
講
演「
子
ど
も
の
育
ち

と
メ
デ
ィ
ア
環
境
」

※
事
前
に
生
涯
学
習
課
に
申
し
込
み
必
要

問　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

9
5
4
5

 

講
座·

教
室

き
ら
り
体
験
教
室

　

い
ず
れ
も
5
人
以
上
で
開
催
し
ま
す

が
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

【
新
舞
踊
（
歌
謡
曲
や
演
歌
な
ど
で
踊
る

舞
踊
）】

●
日
時　

2
月
23
日
㈪
・
3
月
2
日
㈪

（
全
2
回
）　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

高
城
地
区
公
民
館

●
参
加
費　

1
、0
0
0
円

※
冷
暖
房
費
別

●
申
込
締
め
切
り　

2
月
13
日
㈮

【
実
用
書
道
】

●
日
時　

毎
週
水
曜
日（
2
月
25
日
〜
3

月
11
日　

全
3
回
）　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費　

1
、5
0
0
円

※
教
材
費
1
0
0
円
、
冷
暖
房
費
別

●
申
込
締
め
切
り　

2
月
16
日
㈪

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

よ
か
・
余
暇
・
楽
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

い
ず
れ
も
5
人
以
上
で
開
催
。
学
習
料

は
1
回
5
0
0
円
〜
7
5
0
円（
学
習
料

は
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）
で
、
教

材
費
・
冷
暖
房
費
は
別
で
す
。

【
ち
ぎ
り
絵
教
室
】

●
日
時　

毎
月
第
2
土
曜
日

（
4
月
11
日
〜　

全
10
回
）　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館　

【
実
用
書
道
教
室
】

●
日
時　

毎
月
第
4
土
曜
日

（
4
月
25
日
〜　

全
10
回
）　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館　

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室（
無
料
）

●
日
時　

2
月
26
日
㈭　

14
時
〜
16
時　

●
場
所　

都
城
保
健
所

●
対
象 

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩
む
家
族
、

友
人
な
ど　

※
事
前
申
し
込
み
必
要

●
内
容　

自
助
グ
ル
ー
プ
は
な
ぜ
必
要

か
？問　

都
城
保
健
所　

☎
23-

4
5
0
4

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン・メ
イ
ト

養
成
研
修（
無
料
）

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
は
、
認
知
症
の

人
や
介
護
し
て
い
る
家
族
を
地
域
で
支
え

る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
際
に

講
師
と
な
る
人
で
す
。

●
対
象　

地
域
や
職
域
で
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
年
3
回
以
上
実
施
で
き
る
人

●
日
時　

2
月
28
日
㈯　

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

●
定
員　

70
人

問　

2
月
19
日
㈭
ま
で
に
健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-

3
1
8
4

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業（
無
料
）

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

※
事
前
予
約
が
必
要

【
心
の
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
】

●
日
時　

2
月
20
日
㈮　

16
時
〜
、
17
時

10
分
〜
、
18
時
20
分
〜　

各
1
時
間

●
定
員　

3
人　

※
個
別
相
談
の
た
め
、
各
回
1
人

【
さ
わ
や
か
人
生
設
計
講
座　

〜
上
手
な

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
〜
】

●
日
時　

2
月
27
日
㈮　

19
時
〜
21
時　

●
定
員　

20
人　

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

☎
23-

2
0
0
1



19　Miyakonojo City Public Relations 2009.2

InformationInformation は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

健
康
教
室（
無
料
）

●
日
程
・
内
容

2
月
20
日
㈮
静
脈
り
ゅ
う
血
栓
症

3
月
27
日
㈮
肺
気
し
ゅ
・
肺
が
ん

●
時
間　

15
時
〜
16
時

●
場
所　

三
州
病
院（
花
繰
町
）

●
定
員　

50
人　

※
事
前
予
約
必
要

問　

三
州
病
院　

☎
22-

0
2
3
0

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

認
定
講
習
会（
無
料
）

　

少
人
数
で
も
学
習
に
参
加
で
き
る
「
よ

か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
指
導
す
る
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
の
登
録
、
認
定

を
行
う
た
め
の
講
習
会
で
す
。（
特
に
ギ

タ
ー
、
将
棋
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、

陶
芸
は
急
募
）

●
日
時　

2
月
20
日
㈮　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
参
加
資
格　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
生

涯
学
習
を
指
導
す
る
意
欲
を
持
ち
、
市
内

の
学
習
者
を
指
導
で
き
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

①
指
導
分
野
に
関
す
る
資
格
、
指
導
経
歴

ま
た
は
実
務
経
験
が
あ
る
人

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
学
習
者
で
、
現

在
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導

者
か
ら
指
導
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
人

※
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
分

野
は
1
分
野
で
、
推
薦
は
1
回
限
り

●
そ
の
他　

カ
ラ
ー
写
真
2
枚
（
縦
4
㌢

×
横
3
㌢
）、
印
鑑
、
筆
記
用
具
を
持
参

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

問　

2
月
19
日
㈭
ま
で
に

　
　
　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

9
5
4
5

 

相　

談

ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
室（
無
料
）

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
〜
金
曜
日　

9
時
〜
16
時　

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

心
配
ご
と（
面
談
・
電
話
）

【
無
料
司
法
書
士
相
談
】

●
日
程
・
場
所

毎
週
水
曜
日
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
月
25
日
㈬
高
城
老
人
福
祉
館

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

14
時
〜
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
6
人

【
無
料
法
律
相
談
】

●
日
程
・
場
所

2
月
12
日
㈭
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

2
月
19
日
㈭
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
月
26
日
㈭
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
時
間　

14
時
〜
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
6
人

問　

ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
25-

8
3
4
9

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談　

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

2
月
17
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

2
月
24
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密

は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23-

7
1
5
7

無
料
遺
言
公
正
証
書
等
相
談

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

●
日
時　

2
月
16
日
㈪
〜
19
日
㈭　

　
　
　
　

9
時
〜
19
時　

※
昼
食
時
間
除
く
。
17
・
19
日
は
17
時
ま

で
●
場
所　

都
城
公
証
役
場（
前
田
町
）

●
内
容　

相
続
、
遺
言
、
任
意
後
見
契
約
、

尊
厳
死
宣
言
、
賃
貸
借
契
約
、
離
婚
給
付

契
約
な
ど
の
公
正
証
書
作
成
の
相
談

問　

都
城
公
証
役
場　

☎
22-

1
8
0
4
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相　

談

行
政
相
談（
無
料
）

●
日
時
・
場
所

2
月
17
日
㈫　

10
時
〜
12
時

山
之
口
地
区
公
民
館

2
月
19
日
㈭　

13
時
〜
16
時

都
城
大
丸
7
階

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-
3
1
7
4

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

2
月
20
日
㈮　

13
時
30
分
〜
14
時

高
崎
総
合
支
所
2
階
大
会
議
室

2
月
24
日
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
地
下
1
階
）

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

2
月
18
日
㈬　

18
時
〜
21
時　

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

9
人
程
度　

※
要
予
約 

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部　

　
　

☎
25-

3
2
4
0

調
停
委
員
相
談
会（
無
料
）

●
日
時　

2
月
22
日
㈰　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
家
庭
不
和
、
相
続

な
ど

問　

宮
崎
地
方
裁
判
所
都
城
支
部　

　
　

☎
23-

4
1
3
1

知
財
駆
け
込
み
寺
連
携
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

2
月
17
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館
2
階
会
議
室

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23-

2
7
5
3

ヤ
ン
グ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
サ
ポ
ー
ト
み
や
ざ
き

就
職
相
談（
無
料
）

●
日
時　

2
月
24
日
㈫　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

県
総
合
庁
舎（
北
原
町
）

●
対
象　

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
人

※
事
前
申
し
込
み
必
要

問　

ヤ
ン
グ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
サ
ポ
ー
ト
み
や
ざ
き

　
　

☎
0
9
8
5-

23-

7
2
6
0

労
働
相
談（
無
料
）

　

労
働
施
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
社
会
保
険

労
務
士
）が
職
場
の
悩
み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

毎
月
第
2
・
4
水
曜
日（
祝
日

除
く
）　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

県
総
合
庁
舎
（
北
原
町
）

問　

都
城
県
税
・
総
務
事
務
所　

総
務
商

工
セ
ン
タ
ー　

☎
23-

4
5
1
8

 

お
知
ら
せ

市
有
地
の
分
譲

●
分
譲
予
定
地　

①
高
城
町
穂
満
坊
2
9

6
3
番
地
29
、
宅
地（
5
3
9
・
19
平
方

㍍
）　

②
高
城
町
穂
満
坊
2
9
6
3
番
地

30
、
宅
地
（
5
3
9
・
49
平
方
㍍
）

●
申
込
期
間　

2
月
20
日
㈮
〜
3
月
19
日

㈭　

※
平
日
の
み

●
申
込
場
所　

高
城
総
合
支
所
総
務
課

●
そ
の
他　

土
地
取
得
者
が
5
年
以
内
に

居
住
す
る
こ
と
な
ど
の
条
件
あ
り　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

問　

高
城
総
合
支
所
総
務
課　

　
　

☎
58-

2
3
1
1

地
下
水
の
採
取
に
は
届
け
出
が
必
要

　

市
で
は
、
地
下
水
を
市
民
の
貴
重
な
資

源
と
し
て
守
る
た
め
に
、「
都
城
市
環
境

保
全
条
例
」
の
定
め
に
よ
り
、
一
定
規
模

以
上
の
施
設（
揚
水
機
の
吐
出
口
の
断
面

積
が
6
平
方
㌢
を
超
え
る
施
設
）
で
新
た

に
地
下
水
を
採
取
す
る
場
合
、
そ
の
施
設

と
地
下
水
の
利
用
状
況
の
届
け
出
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

森
林
保
全
課　

☎
23-

2
1
5
2
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人
権
擁
護
委
員（
新
任
）

　

1
月
1
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
た
各
地
域

の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

【
山
之
口
地
域
】

・
川
内
邦
昭
さ
ん　

☎
57-

3
4
0
9

【
山
田
地
域
】

・
福
森
利
明
さ
ん　

☎
64-

2
7
5
2

【
高
崎
地
域
】

・
萬
德
雄
一
郎
さ
ん　

☎
62-

2
0
1
5

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局　

　
　

☎
22-

0
4
9
0

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
収
集

●
収
集
す
る
も
の　

肥
料
袋
、
農
薬
袋
、

ベ
ー
ラ
ー
ラ
ッ
プ
、
暖
房
用
ダ
ク
ト
、
Ｐ

Ｏ
系
フ
ィ
ル
ム
、
谷
シ
ー
ト
、
ポ
リ
ポ
ッ

ト
、
ポ
リ
マ
ル
チ
、
か
ん
水
チ
ュ
ー
ブ

※
止
水
シ
ー
ト
、
農
薬
瓶
、
育
苗
セ
ル
、

ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
な
ど
は
収
集
し
ま
せ
ん

●
日
時　

2
月
19
日
㈭　

13
時
30
分
〜
16

時　

※
開
始
直
後
は
大
変
込
み
合
い
ま
す

●
場
所　

都
城
北
諸
地
区
清
掃
公
社
都
北

営
業
所（
Ｊ
Ａ
家
畜
市
場
付
近
）

●
費
用　

処
理
券
が
あ
る
人
は
権
利
量
分

の
み
無
料
、
処
理
券
が
な
い
人
は
1
㌔
当

た
り
22
円
5
銭（
現
金
徴
収
）

●
そ
の
他　

印
鑑
持
参
の
上
、
乾
燥
さ
せ

た
も
の
を
10
㌔
程
度
に
束
ね
、
同
種
の
資

材
で
縛
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い

問　

農
政
課　

☎
23-

2
7
6
8

４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制
度

　

電
気
製
品
な
ど
は
古
く
な
る
と
部
品
な

ど
が
劣
化
し
、
火
災
や
死
亡
事
故
を
起
こ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
事
故
を

防
ぎ
、製
品
を
長
く
安
全
に
使
う
た
め
に
、

4
月
1
日
か
ら
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、

メ
ー
カ
ー
に
所
有
登
録
す
る
こ
と
で
適
切

な
時
期
に
点
検
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、

通
知
に
従
っ
て
点
検
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
対
象
製
品（
特
定
保
守
製
品
）

　

ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗
い
機
、
浴

室
用
電
気
乾
燥
機
、
石
油
給
湯
器
、
石
油

ふ
ろ
が
ま
、
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
暖
房
機
、

屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
か
し
器
、
屋
内
式

ガ
ス
ふ
ろ
が
ま

問　

九
州
経
済
産
業
局　

　
　

☎
0
9
2-
4
8
2-

5
5
2
3

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

【
都
城
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（案）
】

　

21
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け
て
の
都
城

市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に

当
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

●
応
募
締
め
切
り　

2
月
16
日
㈪

●
担
当
課　

建
築
課

☎
23-

2
0
9
1 

Fax 

23-

2
1
5
4

ken@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

【
都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
（案）
】

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
向
け
た

都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
を
策
定

す
る
に
当
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。

●
応
募
締
め
切
り　

3
月
3
日
㈫

●
担
当
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
23-

9
5
4
6　

Fax 

23-

6
3
6
5

sports@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

●
公
表
の
場
所　

各
担
当
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
東
館
2
階
）、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
支
所　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
提
出
書
類　

公
表
の
場
所
に
設

置
し
て
あ
る「
意
見
・
情
報
提
出
書
」
を

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

封
書
に「
都
城
市
住
宅
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（案）
意
見
」
ま
た
は「
都
城

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
（案）
意
見
」
と

書
き
、
住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体
名
を
明

記
の
上
、
各
担
当
課（
〒
885-

8
5
5
5
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
ま

た
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
支
所
で
も
提
出
で
き

ま
す
。

●
そ
の
他　

住
所
、
氏
名
な
ど
の
記
載
が

な
い
意
見
に
対
し
て
は
、
市
の
考
え
方
を

公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
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お
知
ら
せ

３
月
末
日
ま
で
に

車
の
変
更
届・廃
車
届

　

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
時
点
の

軽
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
の
廃
車
な

ど
に
よ
る
割
り
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
す
で
に
処
分
し
た
車
両
の
廃
車

手
続
き
を
せ
ず
に
い
る
と
、
い
つ
ま
で

も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

車
の
売
買
や
譲
渡
、
処
分
な
ど
を

行
っ
た
と
き
に
は
、
速
や
か
に
登
録
内

容
の
変
更
、
廃
車
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
登
録
・
抹
消
の
受
付
窓
口

◎
普
通
自
動
車
お
よ
び

　

２
５
０
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク

　

宮
崎
運
輸
支
局

　

☎
0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
8
8

◎
軽
四
輪
自
動
車
お
よ
び
１
２
５
㏄
超

　

〜
２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク

　

宮
崎
軽
自
動
車
協
会

　

☎
0
9
8
5-

51-

3
0
7
0

◎
小
型
特
殊
・
農
耕
車
両
お
よ
び

　

１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク

　

市
民
税
課

　

☎
23-

2
1
2
3

　

各
総
合
支
所
財
務
課
、
各
地
区
市
民

　

セ
ン
タ
ー

共
同
受
信
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

説
明
会・個
別
相
談
会（
無
料
）

●
対
象　

テ
レ
ビ
受
信
障
害
共
同
受
信

施
設
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅

共
同
受
信
施
設
を
保
有
・
運
営
し
て
い

る
人

●
日
時　

2
月
25
日
㈬　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

宮
崎
県
庁
附
属
棟
3
階

　
　
　
　

3
0
1
号
室

問　

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局　

　
　

☎
0
9
6-

3
2
6-

7
8
7
9

宮
崎
県
産
業
別
最
低
賃
金

　

県
産
業
別
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
、

20
年
12
月
31
日
か
ら
発
効
し
ま
し
た
。

業　
　

種

時
間
額

肉
製
品
・
乳
製
品
製
造
業

6
5
4
円

電
気
機
械
器
具
等
製
造
業

6
8
4
円

各
種
商
品
小
売
業

6
6
7
円

自
動
車（
新
車
）小
売
業

6
9
6
円

問　

宮
崎
労
働
局
賃
金
室　

　
　

☎
0
9
8
5-

38-

8
8
3
6

農
耕
用
車
両
の
ナ
ン
バ
ー

　

道
路
を
運
行
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

座
席
の
あ
る
農
耕
車
両
は
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
る
よ
う
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
使
用

中
で
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
付
い
て

い
な
い
車
両
は
、
次
の
場
所
で
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
・
抹
消
の
受
付
窓
口

◎
小
型
特
殊
農
耕
用

　
（
最
高
速
度
35
㌔
／
時
未
満
）

　

市
民
税
課
、
各
総
合
支
所
財
務
課
、

　

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
大
型
特
殊
農
耕
用

　
（
最
高
速
度
35
㌔
／
時
以
上
）

　

宮
崎
運
輸
支
局

　

☎
0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
8
8

問　

市
民
税
課　

☎
23-

2
1
2
3

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し

年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に
上

積
み
す
る
公
的
年
金
で
す
か
ら
、
安
心

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

●
対
象　

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険

者
で
、
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

●
内
容 

5
つ
の
型
の
組
み
合
わ
せ
で
、

自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ

た
年
金
設
計
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
掛

け
金
月
額
6
万
8
、0
0
0
円
以
内
で

あ
れ
ば
、
何
口
で
も
加
入
で
き
、
納
め

た
掛
け
金
は
将
来
確
実
に
自
分
の
年
金

に
な
り
ま
す
。
な
お
、掛
け
金
は
全
額
、

所
得
税
や
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
も
公

的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問　

宮
崎
県
国
民
年
金
基
金　

　
　
　

☎
0
9
8
5-
25-

0
0
9
0

　
　
　

☎
0
1
2
0-
65-
4
1
9
2

差
押
不
動
産
の
公
売

●
日
時　

3
月
4
日
㈬　

14
時
〜

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
3
階

　
　
　
　

第
2
会
議
室

●
内
容　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

※
詳
細
は
2
月
6
日
㈮
以
降
に
納
税
課

に
掲
示
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載

問　

納
税
課　

☎
23-

2
1
2
6

宝
く
じ
助
成
金
の
お
か
げ
さ
ま

　

中
郷
地
区
の
藤つ

田だ

自
治
公
民
館
で

は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
）
の
助
成
を
受
け
て
、
藤
田
先さ

き
お
ど
り踊
の

締し
め
だ
い
こ
太
鼓
、
チ
ャ
ン
チ
キ
お
よ
び
衣
装
な

ど
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。
今
後
、

六
月
灯（
夏
祭
り
）
や
桜
祭
り
な
ど
、

今
ま
で
以
上
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
宝
く
じ
の
収
益
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　

☎
23-

7
1
4
6
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所
得
税
の
確
定
申
告

　

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
2
月
16
日
㈪
か
ら
3
月
16
日
㈪
ま

で
で
す
。
期
限
間
近
に
な
る
と
申
告
会

場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
、
国
税
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

問　

都
城
税
務
署　

☎
22-
4
3
7
7

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」１
日
相
談
会

　

大
学
進
学
な
ど
に
よ
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
目
的
と
す
る「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」に
つ
い
て
の
相
談
会
で
す
。

●
日
時　

2
月
20
日
㈮　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

市
役
所
6
階
第
1
会
議
室

問　

日
本
政
策
金
融
公
庫
宮
崎
支
店

　
　

☎
0
9
8
5-

23-

3
2
7
4

休日急病診療機関　　
●診療時間  9：00～18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
2/15
（日）

共立医院（内） 22-0213
しげひらクリニック（内） 27-5555
志 目々医院（内・小） 57-2004
柳田病院（脳・外） 22-4862
土井外科（外・胃・内） 22-1825
永吉眼科（眼） 22-1530
いままち歯科医院 39-0368

2/22
（日）

藤元上町（内） 23-4000
久保原田中（内・小） 22-7700
大橋クリニック（内・消・リハ）37-0539
たかお浜田（外・内） 22-8818
庄内医院（外・内・整） 37-0522
丸田病院（産・婦） 23-7060
荒武歯科医院 52-0964

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）
で確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
2/15 ㈰ わかば、みどり、チューバ調剤、

坂口調剤、フクシマ、東町
2/22 ㈰ エイト、そうごうたかお店、ひむか

都城上町店、ふれあい庄内店

今
年
５
月
21
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
裁
判
員

制
度
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
あ
な
た
が
裁

判
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
…
。

今
回
は
、
裁
判
の
流
れ
や
裁
判
員
と
し
て

の
具
体
的
な
役
割
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

Q
裁
判
員
裁
判
の
流
れ
は
？

Ⓐ
冒
頭
手
続（
人
定
質
問
や
起
訴
状
の
朗

読
な
ど
）に
始
ま
り
、
審
理（
証
人
尋
問
な

ど
の
証
拠
調
べ
、
弁
論
な
ど
）を
経
て
、
評

議（
裁
判
員
と
裁
判
官
に
よ
る
話
し
合
い
）

を
行
い
判
決
を
言
い
渡
し
ま
す
。

Q
裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
を
家
族
や

親
し
い
人
に
話
し
て
も
大
丈
夫
？

Ⓐ
公
表
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
身
近

な
人
や
、
必
要
で
あ
れ
ば
上
司
な
ど
に
話

し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

Q
裁
判
員
っ
て
何
を
す
る
の
？

Ⓐ
裁
判
官
と
一
緒
に
審
理
に
出
席
し
て

評
議
に
参
加
し
、判
決
に
立
ち
会
い
ま
す
。

Q
事
前
に
研
修
が
あ
る
の
？

Ⓐ
事
前
研
修
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裁
判
官

が
審
理
に
先
立
ち
、
裁
判
員
の
権
限
や
義

務
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
し
ま
す
。

Q
評
議
で
は
何
を
す
る
の
？

Ⓐ
裁
判
官
と
一
緒
に
、
被
告
人
が
有
罪

か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な

刑
に
す
る
か
を
決
め
ま
す
。

Q
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
、
自
分
で

決
め
る
自
信
が
な
い
け
れ
ど
…
。

Ⓐ
犯
罪
ご
と
に
、
法
律
で
刑
の
種
類
や
範

囲
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
裁
判

員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
刑
の
範
囲
の
中
で
、

自
分
自
身
の
感
覚
で
意
見
を
述
べ
れ
ば
よ

く
、
原
則
的
に
裁
判
員
6
人
と
裁
判
官
3

人
の
9
人
で
話
し
合
い
、
量
刑
の
結
論
を

出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
裁
判
官

が
過
去
の
裁
判
例
も
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

Q
評
議
で
全
員
の
意
見
が
一
致
し
な
い

と
き
は
ど
う
な
る
の
？

Ⓐ
最
終
的
に
は
多
数
決
で
結
論
を
出
し

ま
す
。
裁
判
官
も
裁
判
員
も
同
じ
１
票
の

権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

問　

宮
崎
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
　

☎
0
9
8
5-

23-

2
2
6
3

第
５
回（
全
６
回
）

高原町 

狭野神社苗
なわ

代
しろ

田
だ

祭
さい

　

「ベブがハホ」
　木製の牛を使い、田おこしから種ま
きまでをユーモラスに演じる県無形民
俗文化財です。
●日時　2月18日㈬　10時30分～
●場所　狭野神社（高原町）
問　狭野神社　☎0984-42-1007

霧島市 
鹿児島神宮　

「初
はつうま

午祭」
　約460年前から続く伝統の祭りで、
毎年20数頭のすずかけ馬と約2,000人
の踊り連が練り歩きます。
●日時　2月15日㈰　9時30分～
●場所　鹿児島神宮（霧島市）
問　霧島市観光課　☎0995-64-0895

Information 

環霧島

みやざき医療ナビ
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「
今
月
の
お
す
す
め
の
本
」

●
問
い
合
わ
せ

　

図
書
館　

☎
22-

０
２
３
９

読
み
聞
か
せ
の
部
屋（
定
員
20
人
程
度
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

□本を読んでもらう子どもの気持ち
　このページで紹介した「クシュラの
奇跡」の主人公が、４歳ごろに人形を
抱きしめながら語りかけた言葉「この
こ、つかれていて、かなしいんだから、
だっこして、ミルクをのませて、ほん
をよんでやらなくてはね」。この言葉に、
読み聞かせをしてもらう小さな子どもた
ちの安心感や癒される気持ちが表れ
ていると思いませんか？
　子どもたちに豊かな“感性”や“生き
る力”を与えるためにも、図書館をもっ
ともっと活用してください。

本とお話の会
●日時　3月14日㈯  14：30～
●内容　みにくいあひるのこ
おはなしのへや“そらまめ”
●日時　2月26日㈭  11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子
都城おかしむじ会“愉快な四人語り”
　４人の語り部による方言を使った
昔話語りです。対象は、児童から大人
まで。
●日時　3月7日㈯  14：30～15：00
●演目　かえるのおねがい、蛙

かえる

になった
　　　　ぼたもち、不思議なはなし

重い障がいをもって生まれた
クシュラが、絵本の読み聞か
せで豊かな言葉を知り、その
世界を広げていく記録です

泣き虫の鬼の子オニタンが
節分の日に人間界へ。豆をぶ
つけられたオニタンは、どう
なってしまうのでしょうか？

今や観光スポットとなった宮
崎県庁。その見所と歴史を豊富
な資料や写真を使いながら、
分かりやすく解説しています

2
16

3
15

日　

程

巡　

回　

場　

所

巡
回
時
間

2
／
17
㈫

3
／
10
㈫

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
〜
16
時
00
分

2
／
18
㈬

川
東
小
学
校

志
和
池
小
学
校

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

2
／
19
㈭

御
池
小
学
校

西
岳
地
区
公
民
館

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
20
分

13
時
50
分
〜
14
時
20
分

14
時
40
分
〜
16
時
00
分

2
／
21
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

上
富
吉
地
区
体
育
館

市
営
一
万
城
北
団
地

11
時
20
分
〜
11
時
40
分

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
15
分
〜
14
時
45
分

2
／
24
㈫

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
30
分
〜
11
時
00
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

2
／
25
㈬

3
／
11
㈬

安
久
小
学
校

梅
北
小
学
校

今
町
小
学
校

13
時
10
分
〜
13
時
50
分

14
時
20
分
〜
15
時
15
分

15
時
30
分
〜
16
時
00
分

2
／
26
㈭

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
が
や
ま
志
比
田
店

谷
頭
児
童
館

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

15
時
20
分
〜
15
時
50
分

3
／
4
㈬

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

3
／
6
㈮

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
00
分
〜
13
時
45
分

14
時
15
分
〜
14
時
45
分

3
／
7
㈯

明
和
小
学
校

鷹
尾
五
丁
目
自
治
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

13
時
50
分
〜
14
時
20
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

3
／
12
㈭

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
45
分

14
時
20
分
〜
15
時
30
分

3
／
14
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

高
城
地
区
公
民
館

10
時
50
分
〜
11
時
30
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
15
時
10
分

休館日：2月16日・23日、3月2日、5日、9日 ／ 開館時間：9：30 ～18：50

「
近
代
の
歴
史
文
化
遺
産　

宮
崎
県
庁
本
館

そ
の
見
ど
こ
ろ
と
歴
史
」

「
ク
シ
ュ
ラ
の
奇
跡　

 

１
４
０
冊
の
絵
本
と
の
日
々
」

ドロシー･バトラー（著）
百々佑利子（訳）
のら書店（出版）

「
な
き
む
し
お
に
の
オ
ニ
タ
ン
」

上野与志（作）
藤本四郎（絵）
ひさかたチャイルド（出版）

永井哲雄（著）
鉱脈社（出版）



●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

わ
た
し
の
一
言
（
80
字
以
内
）

今
月
号
を
読
ん
で
の
感
想

       

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

国際交流員国際交流員
のひとりごとのひとりごと
国際交流員
のひとりごと

読者の
一言

春節快楽
　年末年始の休暇を利用して帰省しました。9カ月
ぶりに故郷へ帰り、家族や友達と会い、たくさん
話をして、楽しかったです。あっという間に20日間
が過ぎ、時間がたつのが早かったなぁと感じました。
　家族や友達は相変わらずでしたが、町の様子は
かなり変わっていました。4月に重慶を離れてから
たったの 9カ月しかたっていないのに、自宅の近く
で当時始まったばかりだったモノレール工事はだい
たい終わりそうで、今年全線開通するとのことでし
た。その時は、電車の駅や空港までモノレールで
行けるようになりますから、すごく便利になります。
そのほかに、重慶市内では地下鉄も建設中です。
国際的な金融危機の状況の中でも、普通の人の
生活に対する影響はそんなに大きくないと感じまし
た。自分の故郷がこんなに早いスピードで発展す
ることに対して、非常に誇りを持っています。
　中国も日本も１月１日からうし年に入っています
が、中国の風習では、今年の春節（正月）は 1月
26日です。祝福がちょっと遅くなりましたが、故郷
重慶と都城の皆さまのご健康とご多幸を心からお
祈り申し上げます。「牛年吉祥，万事如意！」

・都城に大型スーパーが誕生したことで、競争店に勤
める私はハラハラドキドキ。でも、町の活性化につ
ながれば、とても素晴らしいことだと思います。
 （姫城町　怜司のばあばさん）

・昨年10月に自治公民館に入りました。当番でリサイ
クルの仕分けを朝 6 時から１時間かけて行い、あら
ためて分別の大切さを知ることができました。
 （上長飯町　うさぎさん）

・郷土歴史読本を読みました。図書館で資料展が開
かれていた富松良夫のことも載っていたので、うれ
しかったです。 （祝吉町　日向夏代さん）

・3歳と5 歳の子どもがいますが、昨年10月から就学
前まで医療費の補助が延長されて助かっています。
問題になっているコンビニ受診がありますが、昼間
に受診して夜間の受診はなるべく控えるようにしてい
ます。 （上長飯町　Hさん）

・ボランティア活動をしている人には、本当に頭が下がりま
す。私も大きなことはできなくても、ごみを１つ拾うなど小
さなことから始めてみようかな。 （山之口町　Mさん）

・郷土歴史読本を初めて知りました。学生時代は、あま
り歴史に興味も持たず、この年になって生まれ育った都
城について見聞を広めたくなりました。正月に帰省する
娘にも読ませたいと思っています。 （高崎町　Hさん）

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中
から一部を紹介します。また、皆さんから寄せられた
ご意見は、今後の広報紙作成に生かしていきます

李 小姝（リ・ショウシュ）さん
（中国）　Vol.4



施 設 案 内

広報クイズ読者プレゼント

広
報
み
や
こ
の
じ
ょ
う

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

お
手
数
で
す
が

50円
切
手
を

お
張
り
く
だ
さ
い

8
8
5
8
5
5
5

PO
ST CARD

フ
リ
ガ
ナ

ご
氏
名

ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
た
は
イ
ニ
シ
ャ
ル

※
ご
記
入
が
な
い
場
合
は
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ご
住
所
　
□
□
□
－
□
□
□
□

お
電
話
番
号
　（
　
　
　
　
）　
　
　
　
―
　
　
　
　
　

ク
イ
ズ
の
答
え

①②③

　
　　 イベントカレンダー

※[　　]内は場所、■問は問い合わせ先
□美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　2月16日・23日～28日、3月1日～5日
（2月28日および3月1日は住民票などの発行業務は行いません）
・新収蔵作品展「新しい物語のはじまり」（～2月22日）
・収蔵作品展（3月6日～）
□都城歴史資料舘（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　2月16日・23日、3月2日・9日
□人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
　　　　※定期公演は別料金
休館日　2月16日・23日、3月2日・9日
□山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　2月16日・23日、3月2日・9日
□高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　2月16日・23日、3月2日・9日
□旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　2月16日・23日、3月9日
・商家のひなまつり ～ひなの宿～（2月21日～3月29日）

□たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日9：30～17：00
※開館時間以外の入館はご連絡ください
入館料　中学生以上300円　小学生100円
・宵の明星　金星を楽しもう（金・土曜日 19：00～22：00）

※2月16日
　～3月15日の日程

都
城
市
役
所
  秘
書
広
報
課
  行

（
広
報
  都
城
  N
o.38　

2009
年
2
月
号
）Vol.38

2月

17日㈫
 10:00～

青少年健全育成市民大会・家庭教育振興
大会［総合文化ホール］
問生涯学習課　☎ 23-9545

19日㈭
 13:30～

まちづくりシンポジウム
［交流プラザ］
問都市計画課　☎ 23-2762

22日㈰
 10:00～

高崎いちご祭り［ラスパたかざき温泉交流セ
ンター前多目的広場］
問高崎総合支所産業振興課 ☎ 62-1111

22日㈰
 10:00～

都城市子どもフェスティバル［交流プラザ］
問生涯学習課　☎ 23-9545

26日㈭～
 3月1日㈰

都城市生涯学習フェスティバル
［交流プラザ］
問きらりネット都城　☎ 23-4080

28日㈯
 11:30～

プロ野球オープン戦　
広島東洋カープＶＳ福岡ソフトバンクホークス
［都城運動公園野球場］
問都城観光協会　☎ 23-2460

28日㈯
 13:00～

都城市地域福祉推進大会
［総合文化ホール］
問障害福祉課　☎ 23-2980

3月

8日㈰
 10:00～

みやこんじょ福祉まつり
［総合社会福祉センターなど］
問都城市社会福祉協議会　☎ 25-7318

15日㈰
 14:00～

山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演
［人形の館］
問人形の館　☎ 57-5295

2/17
～3/15
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編 集 後 記
　この年末年始も「シラスまき」「オネッコ」「カセダ
ウイ」など、市内各地で行われる伝統行事の取材に飛
び回った。同じ行事でも地域ごとに特色があり、かか
わる人々の思いがある。それを体感したくて、毎年で
きるだけ違う地区に出掛け、その都度新しい発見に驚
かされている。広報担当になり、はや 5年。いまだ
に新しい出会いと発見が尽きない都城は思う以上に広
く、そしてここに根付いた文化は奥深い。（哲）

●市の提供番組案内

　　テレビ  Television

•BTVケーブルテレビ（5ch）　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　※２月から放送時間が変わりました
　①6：50～　②11：50～　③17：50～
④20：50～　⑤22：50～

＜今後の放送予定＞
2月21日～ 28日
　「みやこんじょ福祉まつり」
3月 1日～ 10日
　「長峯市長の市政リポート⑧」
3月11日～ 20日
　「みやこんじょ桜だより」

　　ラジオ  Rad i o

•MRTラジオ（AM放送 936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています。
出演については、秘書広報課（☎ 23-3174）

•シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49 ～ 9：54、16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
　（12：00～13：00）でも、市政情報や市民活動
　の紹介などを放送しています

■問
①
今
年
、
市
内
の
成
人
式
は
、
全
地
区
で
「
地
区
別

○
○
委
員
会
方
式
」を
導
入
し
ま
し
た

■問
②
都
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
2
つ
の
構

想
は
、「
全
体
構
想
」
と
「
○
○
別
構
想
」

■問
③
本
市
に
3
年
連
続
で
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
る
Ｊ
リ
ー

グ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
は
「
Ｆ
Ｃ
○
○
」

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
、
2
月
号
を
読

ん
だ
感
想
を
書
い
て
、
〒
885-

8
5
5
5　

市
役
所

秘
書
広
報
課
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
の
受
け
付

け
、
当
選
者
へ
の
商
品
の
発
送
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト

馬
刺
し
（
2
0
0
㌘
）

◎
商
品
取
扱
事
業
者

Ｊ
Ａ
ア
ト
ム

☎
24-

2
2
0
0

◎
応
募
締
切　

　

3
月
2
日
㈪　

当
日
消
印
有
効

◎
発
表　

本
紙
4
月
号

◎
12
月
号
当
選
者　

尾お
い
え家　

千
春
さ
ん
（
蓑
原
町
）

　

郷
土
歴
史
読
本
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て

都
城
の
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
周
り
と
の

会
話
が
生
ま
れ
た
り
、
都
城
を
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え

た
り
し
た
ら
、
う
れ
し
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

□
12
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
77
通

◎
正
解　

①
歴
史

　
　
　
　

②
交
流

　
　
　
　

③
発
祥

●都城市現住人口

平成21年1月1日現在　（前 月 比）
世 帯 数　 70,248世帯（　　　94）
人口総数　168,725人 　（　　　69）
　　　男　 79,043人 　（　　　29）
　　　女　 89,682人 　（　　　40）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

●今月の表紙

都城盆地の正月の風物詩「七トコさん」
　数え年の 7 歳になる子どもの成長を祝う正月の伝
統行事「七トコ祝い」。以前は親せきや近所の家 7
軒を回って七草がゆをもらう風習
もありましたが、最近は家族で
神社に参拝する人が多くなりまし
た。羽織はかまや振り袖姿の子
どもたちは本殿で健やかな成長
を祈願。縁起物の千歳あめをも
らった子どもを囲み家族で記念
写真を撮るなどして、子どもの成
長を喜んでいました。



編
集
・
発
行
／
都
城
市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
〒
885-8555 宮

崎
県
都
城
市
姫
城
町
6-21

TEL0986-23-3174（
直
通
）　
TEL0986-23-2111（

代
表
）　
FA
X
0986-23-9824

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp/　

印
刷
／
㈱
文
昌
堂

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
9
.2［
Vol.38］

M
iyakonojo City Public Relations , M

iyazaki
広
報
 み
や
こ
の
じ
ょ
う

都城
島津家の名宝

Miyakonojo Shimazu

  平成16年に都城島津家から都城市が寄贈を受
けた「都城島津家史料」約１万点を有効活用
するため、市では平成21年まで詳細な調査を
行い、目録を作成します

名宝
その9

　市名の由来ともなっている中世山城、都城。永和
元（1375）年に北郷家（都城島津家）第２代義久
が築城したといわれ、元和元（1615）年の廃城ま
で、都城盆地を統治する北郷家の居城として機能
しました。
　現在、歴史資料館が建つ本丸跡をはじめ、広大
な山城の全体像が記されたこの絵図は、江戸時
代初期に描かれたといわれ、精密に描かれた堀
や土塁などの城郭施設から、戦乱の舞台となった
当時の様子をうかがい知ることができます。

竹之下都城御城図
 たけのしたみやこのじょうごじょうず

INFORMATION

服部館長プロデュースの
スペシャルコンサート！
今回は服部三代の
音楽の軌跡をたどります。

●日時：２月14日㈯ 
　　　　14：00～16：00
●会場：ウエルネス交流プラザ１階ラウンジ
　　　　※入場無料　 
●内容：毎年夏に開催される、高校生の
　　　　ロックフェスティバル出場メンバー
　　　　によるアコースティックライブ
●出演：田中俊隆、有馬仁哉（Dear Laughter)
　　　　今村千穂、野崎光里（Libera Rhythm）
　　　　濱田詩朗（FM宮崎パーソナリティー）
●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ
　　　　　　　TEL26-7770 

だ  よ  り

交プラ

SuperGeneration2009
服部良一・克久・隆之
三代コンサート

●日時：３月７日㈯ 
　　　　13：30開場　14：00開演
●会場：都城市総合文化ホール 大ホール
●出演：チャゲ、サーカス、服部隆之、
　　　　服部克久（予定）
●料金：【全席指定】6,500円 
　　  　※MJ友の会会員500円割引。
　　  　　未就学児童入場不可
●チケット：一般発売は２月７日㈯から
●問い合わせ：都城市総合文化ホール
　　　　　　　TEL23-7140
 （チケット専用電話　TEL23-7190）

ウエルネス交流プラザ
ラウンジコンサート

アコースティックを聴きながら
甘いひとときを

よしひさほんごう

げんな

どるい


